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等
妙
寺
調
査
の
経
緯
と
経
過

　

中
野
川
・
芝
地
区
に
所
在
す
る

等
妙
寺
旧
境
内
は
、
昔
か
ら
旧
等

妙
寺
と
し
て
の
存
在
が
知
ら
れ
て

お
り
、
地
元
の
方
々
か
ら
遺
跡
の

保
存
と
活
用
に
対
す
る
強
い
要
望

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
保
護
を

目
的
と
し
た
こ
の
遺
跡
の
調
査

は
、
平
成
３
年
度
か
ら
平
成
５
年

度
の
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
戦

国
時
代
末
期
に
焼
失
し
た
こ
の
寺

が
、
地
域
住
民
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
り
、
開
発
さ
れ
る
こ
と
な

く
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
遺
構

お
よ
び
出
土
遺
物
の
保
存
状
態
が

極
め
て
良
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
６
年

度
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
約
14
年

間
、
遺
跡
の
保
護
と
全
容
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
発
掘
調
査
や
文

献
調
査
な
ど
様
々
な
調
査
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
調

査
の
結
果
、
等
妙
寺
旧
境
内
の
当

時
の
姿
や
そ
の
輪
郭
が
徐
々
に
判

明
し
、
全
国
的
に
も
貴
重
な
遺
跡

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
３

月
28
日
に
国
の
史
跡
と
し
て
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

等
妙
寺
の
位
置
と
範
囲

　

等
妙
寺
旧
境
内
は
、
町
の
南
西

部
に
位
置
す
る
高
月
山
（
標
高

１
２
２
９
ｍ
）
を
最
高
峰
と
す
る

鬼
ヶ
城
連
山
の
う
ち
、郭
公
岳
（
標

高
１
０
１
０
ｍ
）
の
中
腹
か
ら
麓

に
か
け
て
位
置
し
て
い
ま
す
。
郭

公
岳
の
中
腹
に
あ
る
20
箇
所
余
り

の
平
坦
部
が
こ
の
寺
の
中
心
域

で
、麓
に
あ
る
現
在
の
等
妙
寺
（
当

時
の
霊
光
庵
）
か
ら
つ
な
が
る
谷

筋
の
空
間
が
現
状
で
把
握
さ
れ
る

旧
境
内
の
範
囲
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
等
妙
寺

か
ら
１
㎞
ほ
ど
下
る
と
そ
こ
に
は

奈
良
川
に
か
か
る
等
妙
寺
橋
が
あ

り
、
こ
の
橋
か
ら
南
北
に
続
く
道

程
が
参
道
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

寺
域
や
行
場
（
修
行
を
行
う
区

域
）
を
伝
え
る
記
録
は
残
念
な
が

ら
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
山

岳
に
か
け
て
関
連
地
名
や
伝
承
が

残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
場
や

信
仰
遺
跡
が
広
く
存
在
し
て
い
た

も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

等妙寺旧境内、国史跡に指定
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に
対
し
て
鎌
倉
新
仏
教
と
し
て
区

別
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

等
妙
寺
は
、
高
僧
恵え

鎮ち
ん

を
中
心

と
し
た
教
団
（
の
ち
の
法
勝
寺
流
）

に
よ
っ
て
全
国
的
な
戒
律
復
興
運

動
を
行
う
た
め
に
築
か
れ
た
「
遠

国
の
四
箇
戒
場
」
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
近
年
の
研
究
に
よ
り
、

天
台
律
宗
と
い
う
新
仏
教
と
し
て

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

等
妙
寺
の
歴
史

　

等
妙
寺
の
大
き
な
特
色
の
一
つ

は
、
こ
の
寺
院
が
創
設
さ
れ
る
に

至
っ
た
経
緯
に
あ
り
ま
す
。
鎌
倉

時
代
は
、
日
本
仏
教
の
大
き
な
転

換
期
と
い
え
る
時
代
で
、
そ
れ
ま

で
の
鎮
護
国
家
を
祈
る
朝
廷
や
公

家
な
ど
の
上
位
階
級
の
み
を
対
象

と
し
た
仏
教
か
ら
、
一
般
庶
民
な

ど
幅
広
い
階
層
を
対
象
に
救
済
し

よ
う
と
す
る
仏
教
へ
と
新
た
な
気

運
が
も
た
ら
さ
れ
た
時
代
で
し

た
。
こ
う
し
た
中
で
新
た
に
誕
生

し
た
宗
派
は
、
そ
れ
ま
で
の
仏
教

写真右／本坊跡の石積み
写真左／等妙寺旧境内遠景（清延地区から）
左　図／国史跡指定範囲
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◎等妙寺旧境内主要遺構配置図

参道沿いの石積み

平坦部Ｃ（智光院跡）の方形基壇状遺

平坦部Ａ（本坊跡）の石積み
幅25ｍ、高さ6ｍの規模で当寺院最大の
石積み。中ほどの高さでやや控えを取る
二段で構築されている。

現在の等妙寺山門
旧境内の霊光庵跡地と伝えられる。

東地区　集石墓１の様子
五輪塔などの石造物の残欠が多数散在。
中央には方形堂があったと考えられる。

雁木遺構（石階段状遺構）の様子
修行（山上）へ向かうための石敷きの道。
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◎等妙寺旧境内の地形を再現したＣＧ

◎
周
辺
と
の
つ
な
が
り

　

中
世
寺
院
は
広
大
な
境
内
を

有
す
る
た
め
、
平
場
を
中
継
す

る
道
が
多
数
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
う
し
た
道
に
は
、

参
道
や
峠
道
、
街
道
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
寺
で
は
様
々

な
修
行
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
行
場
と
想
定
さ
れ
る
地
点

も
い
く
つ
か
確
認
し
て
い
ま

す
。

国
史
跡
指
定
記
念
企
画
展

　

等
妙
寺
旧
境
内
が
国
史
跡
に

指
定
さ
れ
る
ま
で
に
、
多
く
の

方
々
が
発
掘
調
査
に
携
わ
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
指
定

は
、
関
係
者
の
熱
意
と
努
力
の

賜
物
だ
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
と
発
掘
調
査
で

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
一
人

で
も
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
く
、
現
在
、
鬼
北
町

歴
史
民
族
資
料
館
（
下
鍵
山
）

で
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
文
化
財

を
後
世
へ
と
受
け
継
ぎ
、
守
り

伝
え
て
い
く
こ
と
は
私
た
ち
の

使
命
だ
と
考
え
ま
す
。
７
月
ま

で
展
示
す
る
予
定
で
す
の
で
、

是
非
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

②
修
行
の
空
間
（
中
央
地
区
と

ガ
ラ
ク
谷
）

　

中
央
地
区
は
、
２
本
の
谷
川

に
よ
り
結
界
さ
れ
た
間
に
11
の

平
坦
部
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
修
行
の
場
と
な
る
山
中

（
聖
域
）
と
つ
な
ぐ
た
め
の
道

と
し
て
、
石
を
階
段
状
に
敷
い

た
遺
構
（
雁が
ん

木ぎ

遺い

構こ
う

）
を
築
い

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

神
聖
な
空
間
、
修
行
の
場
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

③
聖
と
俗
の
は
ざ
ま（
北
地
区
）

　

こ
こ
で
は
、
平
坦
部
12
（
福

寿
院
跡
）
の
ほ
か
、
い
く
つ
か

の
平
坦
部
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
中
心
域
へ
の
入
口
に
あ
た

り
、
俗
界
（
山
下
の
世
俗
）
と

聖
域
（
山
上
）
と
の
は
ざ
ま
の

空
間
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

④
墓
域
（
東
地
区
）

　

中
央
地
区
よ
り
谷
川
を
越
え

て
東
に
２
段
の
集
石
墓
が
築
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
表
面
に

は
、
五
輪
塔
や
宝ほ
う

篋
き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

と

い
っ
た
多
数
の
石
造
物
が
散
在

し
て
い
ま
す
。
中
世
の
集
石
墓

は
、
全
国
的
に
み
て
も
数
が
少

な
く
、
そ
れ
自
体
が
大
変
貴
重

な
も
の
と
い
え
ま
す
。

発
掘
調
査
に
よ
る
発
見

◎
等
妙
寺
旧
境
内
の
中
心
域

　

主
要
な
平
坦
部
の
配
置
か
ら

見
て
、
谷
川
な
ど
を
境
界
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
や
機
能

が
異
な
っ
た
４
つ
の
地
区
（
①

西
地
区
、
②
中
央
地
区
、
③
北

地
区
、
④
東
地
区
）
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
寺
院
の
中
枢
（
西
地
区
）

　

発
掘
調
査
で
は
、
主
要
な
遺

構
が
判
明
す
る
と
と
も
に
、
遺

物
全
体
の
約
８
割
が
こ
の
地
区

よ
り
出
土
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

輸
入
陶
磁
器
の
中
で
も
奢し
ゃ

侈し

品ひ
ん

（
贅
沢
品
）
を
多
く
含
ん
で
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
寺
院
の
中
枢
と

し
て
機
能
し
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

西地区で出土した遺物
上から褐釉龍文壷、孔雀文銅
製磬・金箔貼りの金具、青磁、
白磁
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４
月
13
日
、
広
見
体
育
セ
ン

タ
ー
で
鬼
北
町
消
防
団
辞
令
交

付
式
が
あ
り
、
分
団
長
２
人
、

副
分
団
長
２
人
、
部
長
10
人
、

班
長
19
人
、
新
入
団
員
21
人
が

辞
令
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
奈
良
川
河
川
敷
で

消
防
署
員
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
基
本
動
作
の
確
認
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
消
防
庁
長
官
、

日
本
消
防
協
会
長
か
ら
表
彰
が

　

４
月
６
日
、
松
山
市
の
愛
媛

県
武
道
館
で
フ
ジ
カ
ッ
プ
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
、
本
町
か
ら
近
永
ク
ラ

ブ
が
出
場
し
ま
し
た
。
本
大
会

に
は
、
東
・
中
・
南
予
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

16
チ
ー
ム
が
参
加
。
近
永
ク
ラ

ブ
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
順

調
に
勝
ち
進
み
、
見
事
67
チ
ー

ム
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　

５
月
５
日
、
鬼
北
町
広
見
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ

ン
初
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り
ま
し
た
が
、
夏
を
待
ち
き
れ

な
い
子
ど
も
達
が
早
速
プ
ー
ル

で
泳
い
で
い
ま
し
た
。
今
後
の

開
館
日
と
利
用
時
間
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。
運
動
不
足
の
解

消
な
ど
積
極
的
に
プ
ー
ル
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

鬼
北
交
通
安
全
協
会
（
会
長

松
岡
宏
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
町

内
２
箇
所
の
横
断
歩
道
に
交
通

事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
高
齢

者
用
横
断
旗
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
横
断
旗
は
、
先
端
に

光
る
鈴
を
取
付
け
、
旗
に
は
反

射
す
る
高
齢
者
マ
ー
ク
を
貼
り

付
け
た
協
会
手
作
り
の
旗
で

す
。
夜
間
の
歩
行
時
は
、
必
ず

旗
を
持
ち
、
交
通
安
全
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

近
永
ク
ラ
ブ
が
県
１
位
に
輝
く

◎
第
22
回
フ
ジ
カ
ッ
プ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
媛
大
会

　

一
足
早
く
夏
気
分◎

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　

消
防
・
防
災
へ
決
意
新
た
に

◎
平
成
20
年
度
鬼
北
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

　

道
路
の
横
断
気
を
つ
け
て

◎
下
鍵
山
地
区
と
内
深
田
地
区
に
横
断
旗
を
設
置

近
永
ク
ラ
ブ
が
県
１
位
に
輝
く

◎
第

TOWN NEWS

期　間 開館時間 休館日

５月５日～６月30日 13時～19時
月曜日

（月曜日が
祝祭日の場
合は翌日）

７月１日～７月19日 13時～20時

７月20日～８月31日 10時～21時

９月１日～９月15日 13時～19時

あ
っ
た
４
人
に
つ
い
て
、
表
彰

状
の
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

◎ 

消
防
庁
長
官
表
彰
（
永
年
勤

続
功
労
章
）
葛
本
則
雄
／
渡

辺
正
弘

◎ 

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
功

績
章
）
赤
松
俊
二

◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
精

績
章
）
上
砂
秀
明

◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤

続
章
）
葛
本
則
雄
／
赤
松
俊
二
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い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
歌
手
の

橘
香
滋
さ
ん
が
〝
み
ん
な
で
歌

お
う
歌
の
広
場
〞
と
題
し
て
、

「
青
い
山
脈
」
や
「
お
よ
げ
！

た
い
や
き
く
ん
」
な
ど
誰
も
が

知
っ
て
い
る
歌
を
観
客
と
と
も

に
熱
唱
。

　

ま
た
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
平
成
12
年
か

ら
活
躍
し
、
世
界
大
会
優
勝
の

経
験
を
持
つ
城
所
ケ
イ
ジ
さ
ん

に
よ
る
カ
ー
ビ
ン
グ
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
巧
み

に
使
っ
て
表
現
さ
れ
た
フ
ク
ロ

ウ
や
キ
ジ
な
ど
の
作
品
が
で
き

る
と
観
客
か
ら
盛
大
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
日
向
谷
穀
彩

村
の
も
ち
つ
き
実
演
販
売
、
日

吉
一
希
を
起
こ
す
会
の
食
料
品

販
売
、
町
特
産
品
の
き
じ
料
理

販
売
、
田
舎
料
理
販
売
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
風
車
づ

く
り
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
彩
な

催
し
が
あ
り
、
来
場
者
は
特
産

品
な
ど
を
堪
能
し
な
が
ら
、
会

場
内
を
散
策
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
29
日
、
道
の
駅
日
吉
夢

産
地
で
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
あ
り
、
町
内
外
か
ら
多

数
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

日
吉
小
学
校
５
、６
年
生
児

童
に
よ
る
武
左
衛
門
太
鼓
が
盛

大
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た

後
、
主
催
者
の
熊
本
忠
眞
㈱
日

吉
夢
産
地
代
表
取
締
役
社
長
が

挨
拶
。「
平
成
６
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
日
吉
夢
産
地
の
15
回
目

の
誕
生
日
。
今
後
も
皆
様
の
ご

期
待
に
添
え
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
夢
あ
る
夢
産

地
を
末
永
く
ご
利
用
く
だ
さ

　

オ
ー
プ
ン
15
周
年
、
来
場
者
で
賑
わ
う

◎
日
吉
夢
産
地
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

４
月
11
日
、
広
見
体
育
セ
ン

タ
ー
で
国
際
交
流
員
主
催
の
文

化
交
流
「
社
交
ダ
ン
ス
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
文
化
交
流
は
、
大
学
時

代
に
社
交
ダ
ン
ス
を
専
攻
し
て

い
た
国
際
交
流
員
の
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
さ
ん
が
企
画
し
た
も
の

で
、
社
交
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
鬼
北
ス
ポ
ー
ツ
ダ

ン
ス
愛
好
会
や
近
隣
市
町
か
ら

約
20
人
が
参
加
。
ダ
ン
ス
が
初

め
て
の
参
加
者
も
い
ま
し
た

が
、「
ア
メ
リ
カ
ン
ワ
ル
ツ
」

や
「
イ
ー
ス
ト
コ
ー
ス
ト
ス

ウ
ィ
ン
グ
」
な
ど
を
教
わ
り
、

約
２
時
間
軽
快
な
ス
テ
ッ
プ
で

ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ダ
ン
ス
で
交
流
深
め
る

◎
国
際
交
流
員
文
化
講
座
「
社
交
ダ
ン
ス
教
室
」

　

優
勝
目
指
し
22
チ
ー
ム
が
参
加

◎
第
４
回
鬼
北
町
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

５
月
８
日
、
鬼
北
総
合
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
４
回
鬼
北
町

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

の
開
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
22
チ
ー
ム
の
選
手

が
出
席
。
開
幕
に
あ
た
り
、
武

田
英
喜
鬼
北
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
会
長
が
「
こ
の
大
会
を
通

し
て
、
素
晴
ら
し
い
笑
顔
を
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
見
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
参
加
選
手
を
代
表
し
て
、

ビ
ッ
ク
ス
の
兵
頭
康
太
郎
さ
ん

が
「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
正
々
堂
々
と
プ
レ
ー
し

ま
す
」
と
力
強
く
選
手
宣
誓
。

松
浦
町
長
の
始
球
式
を
皮
切
り

に
開
幕
試
合
の
両
チ
ー
ム
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
は
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
て
９
月
ま
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
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町政
　ＮＥＷＳ

お問い合わせは、鬼北町役場☎45-1111または日吉支所☎44-2211まで。

　

今
年
一
年
間
、
各
地
区
の
お
世
話

を
し
て
い
た
だ
く
区
長
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

近
永
地
区

　

牛　
野　
川　
　

家　

髙　
　
　

進

　

水　
　

分　
　

宇
都
宮　
　
　

明

　

北　
　

川　
　

宇
都
宮　

治　

久

　

成　
　

川　
　

渡　

邉　

道　

矢

　

今　
在　
家　
　

高　

木　

隆　

次

　

奈　
良　
中　
　

渡　

邊　

慶　

一

　

奈　
良　
下　
　

九　

良　

泰　

介

　

中　
野　
川　
　

松　

浦　
　
　

豊

　

芝　
　
　
　
　

小　

野　

長　

男

　

永　
野　
市　
　

松　

浦　
　
　

正

　

新　
　

町　
　

新　

倉　
　
　

求

　

本　
　

町　
　

赤　

松　

權　

一

　

南　
　

町　
　

古　

田　

義　

雄

　

栄　
　

町　
　

伊　

達　

嘉　

胤

　

旭　
　

町　
　

浦　

田　

征　

雄

好
藤
地
区

　

成　
　

藤　
　

河　

添　

長　

幸

　

国　
　

遠　
　

橋　

本　

正　

仁

　

年　
　

則　
　

平　

山　

嘉　

男

　

清　
　

延　
　

黒　

田　

正　

俊

　

柏　
　

田　
　

二　

宮　

祥　

充

　

沢　
　

松　
　

渡　

邊　

治　

郎

　

平　
井　
中　
　

上　

甲　
　
　

仁

　

田　
　

丸　
　

毛　

利　

俊　

彦

　

沖　
　
　
　
　

横　

山　

岩　

佐

　

小　
　

坂　
　

坂　

本　

広　

秋

　

東　
　

仲　
　

木　

村　

洋　

介

　

西　
　

仲　
　

善　

家　

博　

幸

　

吉　
　

波　
　

中　

野　

正　

男

愛
治
地
区

　

大　
　

宿　
　

芝　
　
　
　
　

茂

　

生　
　

田　
　

久
保
田　

正　

泰

　

清　
　

水　
　

酒　

井　

政　

吉

　

畔　
　

屋　
　

古　

谷　

龍　

夫

　

西　
野　
　々
　

松　

岡　

照　

明

三
島
地
区

　

広　
　

見　
　

杉　

本　

耕　

三

　

下　
大　
野　
　

兵　

頭　

敏　

和

　

小　
　

松　
　

高　

瀬　

文　

男

　

久　
　

保　
　

酒　

井　

栄　

一

　

延　
　

川　
　

橋　

村　

利　

男

　

川　
　

上　
　

古　

用　

史　

郎

泉
地
区

　

出　
目　
一　
　

水　

野　

幸　

郎

　

出　
目　
二　
　

節　

安　

武　

美

　

興　
野　
　々
　

土　

居　

清　

矩

　

岩　
　

谷　
　

池　

下　

義　

章

　

上　
　

川　
　

福　

岡　

一　

章

　

小
西
野
　々
　

佐
久
間　
　
　

優

　

小　
　

倉　
　

川　

平　

重　

男

日
吉
地
区

　

父　
野　
川　
　

井　

谷　

和　

隆

　

上　
大　
野　
　

宮　

本　

征　

紀

　

下　
鍵　
山　
　

宮　

成　

良　

一

　

上　
鍵　
山　
　

柿　

本　

保　

雄

　

日　
向　
谷　
　

山　

本　

健　

介

　

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
の
排
出
抑
制
と
減
量
化
を
図
る
た

め
、
一
般
家
庭
で
生
ご
み
処
理
機
を

購
入
さ
れ
る
方
に
対
し
、
購
入
費
用

の
一
部
を
補
助
い
た
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

　

鬼
北
町
に
居
住
し
、
一
般
家
庭
に

お
い
て
生
ご
み
処
理
機
を
使
用
す
る

方
。た
だ
し
、一
世
帯
に
１
台
と
す
る
。

補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
（
２
万

円
を
限
度
）

　

副
作
用
の
少
な
い
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
・
承
認
が
出
来
て
い
な
い
た
め
、

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
勧
奨
は
差
し

控
え
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
定
期
対
象

者
の
う
ち
、
日
本
脳
炎
の
流
行
地
域

へ
渡
航
す
る
な
ど
、
日
本
脳
炎
に
感

染
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
本
人
ま
た
は

保
護
者
が
特
に
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
副
作

用
を
十
分
に
理
解
し
、
同
意
し
た
上

で
接
種
を
受
け
る
こ
と
は
差
し
支
え

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
、
ご
質
問
の
あ
る

方
は
、
保
健
福
祉
課
保
健
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

定
期
の
対
象
者

　

１
期　

生
後
６
〜
90
月
未
満

　

２
期　

９
歳
〜
13
歳
未
満

費
用　

無
料

一
般
的
な
注
意

　

戸
外
へ
出
か
け
る
と
き
は
、
で
き

る
限
り
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
身
に
付

け
る
な
ど
、
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
を

媒
介
す
る
蚊
に
さ
さ
れ
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
区
長
の
紹
介

総
務
課　

内
線
２
３
６

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

勧
奨
の
差
し
控
え
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課　

内
線
６
１
５

鬼
北
町
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

購
入
費
補
助
に
つ
い
て

環
境
保
全
課　

内
線
３
１
３

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
中
の
約

３
割
が
生
ご
み
で
す
。
生
ご

み
を
堆
肥
化
し
、
家
庭
菜
園

や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
使
え
ば
、

野
菜
や
草
花
も
よ
く
育
ち
、

ま
た
、
家

庭
か
ら
出

る
ご
み
を

減
ら
す
こ

と
が
で
き

ま
す
。

◎
生
ご
み
の
減
量
化
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！
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６
月
は
「
防
災
対
策
強
調
月
間
」

で
す
。
梅
雨
前
線
や
台
風
な
ど
の
影

響
で
、
大
雨
に
よ
る
災
害
が
起
き
や

す
い
季
節
で
す
。

　

県
で
は
こ
の
月
間
中
、
河
川
、
道

路
な
ど
の
土
木
施
設
や
工
事
現
場
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
危
険
箇
所

の
発
見
や
応
急
工
事
の
実
施
な
ど
、

災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
の
災
害
情
報
に
注
意
し
、
危
険
が

迫
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に
避
難
す
る
な

ど
、
災
害
に
対
す
る
警
戒
を
十
分
に

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
災
害
に
備
え
て
懐
中
電
灯

や
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
も
常
に
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
危
険
な
箇
所
を
見
か
け
た

と
き
は
、
町
役
場
や
県
の
地
方
局
、

土
木
事
務
所
な
ど
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　

災
害
の
防
止
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

県
営
住
宅
明
倫
団
地
（
建
替
え
新

築
）
に
入
居
し
て
い
た
だ
く
世
帯
を
、

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
戸
数　

13
戸

申
込
期
間　

６
月
20
日
㈮
か
ら
６
月

27
日
㈮

申
込
先　

南
予
地
方
局
建
設
部
建
築

指
導
課

入
居
者
の
抽
選

・
抽
選
日
時　

 

７
月
14
日
㈪
13
時
か
ら

・
抽
選
場
所　

 

南
予
地
方
局
庁
舎
７

階
大
会
議
室

家
賃　

申
込
者
の
収
入
等
に
基
づ
き
、

公
営
住
宅
法
に
定
め
る
方
法
に
よ
り

算
定
さ
れ
ま
す
。

申
込
資
格　

次
の
条
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
者

① 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
り
、
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
者
（
単
身
者
で
も

申
込
が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

② 

公
営
住
宅
法
に
定
め
る
収
入
基
準

に
適
合
す
る
者

入
居
予
定
日　

８
月
８
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

愛
媛
県
南
予
地
方

局
建
設
部
建
築
指
導
課
☎
22
・
５
２

１
１
（
内
線
４
２
５
）

　

毎
年
５
月
は
消
費
者
月
間
！
今
年

の
統
一
テ
ー
マ
は
「
活
か
そ
う　

消

費
者
・
生
活
者
の
視
点
」
で
す
。
県

で
も
「
消
費
者
の
日
」
記
念
集
会
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
30
日
㈮10

時
30
分
〜
15
時

場
所　

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
定
員　

３
０
０
人
（
当
日
の
参

加
は
自
由
で
す
）

◎
講
演
会
（
10
時
40
分
～
12
時
）

演
題　

食
品
の
安
全
に
つ
い
て
・
我

が
国
の
食
料
事
情

講
師　

農
林
水
産
省
愛
媛
農
政
事
務

所
消
費
生
活
課
長　

小
林
道
明
、
農

政
推
進
課
長　

清
水
廣
毅

◎
消
費
者
の
集
い
（
13
時
～
15
時
）

「
消
費
者
問
題
へ
の
新
た
な
取
り
組

み
」

・ 

愛
媛
県
社
会
福
祉
士
会
に
よ
る
寸

劇（
悪
質
商
法
手
口
）が
あ
り
ま
す
。

（
ウ
ク
レ
レ
漫
談
も
あ
り
ま
す
）

・ 

松
山
家
庭
裁
判
所
か
ら
の
「
成
年

後
見
制
度
に
つ
い
て
」
の
大
切
な

お
話
が
あ
り
ま
す
。

・ 

悪
質
商
法
被
害
防
止
の
た
め
の
ネ
ッ

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

建
設
課　

内
線
２
４
２

「
消
費
者
の
日
」
記
念
集
会
の

開
催
に
つ
い
て

産
業
課　

内
線
２
６
１

災
害
防
止
に
つ
い
て

県
か
ら
の
お
願
い

総
務
課　

内
線
２
３
５

特定計量器（はかり）の定期検査について
産業課　内線２６１

　取引または証明に「はかり」を使用されている方
は、計量法により２年に１度の定期検査が義務付け
られています。合格シールのない「はかり」は原則
として使用できません。次のどの検査場所でも受付
できますので必ず受検してください。なお、家庭内
で使用しているはかりは、検査の必要はありません。
【日程】

月　日 時　　間 場　　所
６月３日㈫ 11時～14時30分 鬼北町役場日吉支所
６月４日㈬ 11時～15時 鬼北町役場横

中央公民館ロビー６月５日㈭ 11時～14時

【手数料】
最大計量値 電気式のはかり その他のはかり
100㎏以下 1,400円 500円
250㎏以下 1,800円 900円
500㎏以下 2,200円 1,500円

＊高精度のはかりは手数料が２倍になることがあります。
＊おもり類は１個につき10円
＊棒はかり、直線目盛はかりは250円
【問い合わせ先】愛媛県計量検定所☎089－947－4001
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ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
、

役
立
つ
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
作
品
展
示
（
10
時
～
15
時
）

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に

寄
与
し
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の

健
全
な
育
成
と
資
質
の
向
上
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
概
要

手
当
の
種
類
（
児
童
手
当
法
上
の
区
分
）

■
３
歳
未
満
の
児
童

①
児
童
手
当

②
特
例
給
付
（
法
附
則
第
６
条
給
付
）

　

所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
け

ら
れ
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
厚
生
年
金

に
加
入
し
て
い
る
方
）
等
の
特
例
と
し

て
、所
得
が
一
定
額
未
満
の
場
合
に
限
っ

て
、
児
童
手
当
と
同
額
の
給
付
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

■
３
歳
以
上
12
歳
到
達
後
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
児
童
（
小
学
校
修
了
前
の

児
童
）

① 

小
学
校
修
了
前
特
例
給
付
（
法
附
則

第
７
条
給
付
）

　

 

３
歳
未
満
の
児
童
の
児
童
手
当
に
相

当
し
ま
す
。

② 

小
学
校
修
了
前
特
例
給
付
（
法
附
則

第
８
条
給
付
）

　

 

３
歳
未
満
の
児
童
の
特
例
給
付
（
法

附
則
第
６
条
給
付
）
に
相
当
し
ま
す
。

支
給
対
象

　

12
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
児
童
（
小
学
校
修
了
前
の

児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か
ら

５
月
ま
で
の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は

前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場

合
に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
月
額

①
３
歳
未
満　

一
律
１
万
円

②
３
歳
以
上　

第
１
子
５
千
円
、
第
２

子
５
千
円
、
第
３
子
以
降
１
万
円

支
払
時
期

　

原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
、
６
月
、

10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

所
得
制
限
限
度
額

　

所
得
に
は
一
定
の
控
除
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
制
限
限
度
額
は
年
に
よ
っ

て
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
限

度
額
は
下
表
参
照
）

手
続
き
の
方
法

　

出
生
、
転
入
等
に
よ
り
新
た
に
受
給

資
格
が
生
じ
た
場
合
に
、
児
童
手
当
等

を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
市
町
村
の
窓

口
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
に
「
認

定
請
求
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
児

童
手
当
等
は
、
認
定
請
求
し
た
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
事
由
の
消

滅
し
た
日
の
属
す
る
月
分
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。

認
定
請
求
に
必
要
な
添
付
書
類

①
年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
申
立
書

　

請
求
者
が
被
用
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

等
）
で
あ
る
場
合
に
提
出

②
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

　

提
出
が
必
要
な
方
は
、
当
該
市
町
村

に
そ
の
年
の
１
月
１
日
に
住
所
が
な

か
っ
た
方
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
月

分
の
手
当
の
認
定
請
求
の
場
合
は
、
前

年
の
１
月
１
日
に
住
所
が
な
か
っ
た

方
）、
証
明
す
る
年
は
、
認
定
請
求
日
の

前
年
分
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で
は
前
々

年
分
）

③
請
求
者
の
銀
行
等
の
口
座
番
号
な
ど

④ 

こ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る

書
類
が
あ
り
ま
す
。（
養
育
し
て
い
る

児
童
と
別
居
し
て
い
る
場
合
な
ど
）

続
け
て
手
当
を
受
け
る
場
合

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
は
、
毎
年

６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、

児
童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

が
あ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
出
の
内
容
が
変
わ
っ
た
と
き

①
他
市
町
村
に
住
所
が
変
わ
る
と
き

　

 

前
の
市
区
町
村
へ
↓
受
給
事
由
証
明

書

　

新
し
い
市
区
町
村
へ
↓
認
定
請
求
書

＊ 

転
出
後
の
市
区
町
村
で
の
手
続
き
に
、

前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す

る
児
童
手
当
用
所
得
証
明
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
転
出
の
際
に
ご
準

備
く
だ
さ
い
。

② 

児
童
手
当
等
の
額
が
増
額
さ
れ
る
と

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

町
民
課　

内
線
２
１
７

平成20年度所得制限限度額（単位：万円）

扶養親族
等の数

所得制限限度額
（児童手当等）

所得制限限度額
（特例給付）

0人 460.0 532.0

1人 498.0 570.0

2人 536.0 608.0

3人 574.0 646.0

4人 612.0 684.0

5人 650.0 722.0
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き
↓
額
改
定
認
定
請
求
書

＊ 
出
生
な
ど
に
よ
り
支
給
対
象
と
な
る

児
童
が
増
え
た
と
き
で
す
。
こ
の
場

合
、
額
改
定
認
定
請
求
を
し
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
児
童
手
当

等
の
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
手

続
き
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

③ 

児
童
手
当
等
の
額
が
減
額
さ
れ
た
と

き
↓
額
改
定
届

＊ 

年
齢
要
件
な
ど
に
よ
り
支
給
対
象
と

な
る
児
童
が
減
っ
た
と
き
で
す
。

④ 

児
童
手
当
の
支
給
が
終
わ
る
と
き
↓

受
給
事
由
消
滅
届

＊ 

年
齢
要
件
な
ど
に
よ
り
支
給
対
象
と

な
る
児
童
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
で

す
。

⑤ 

特
例
給
付
（
法
附
則
第
６
条
給
付
ま

た
は
法
附
則
第
８
条
給
付
）
を
受
給

す
る
方
が
退
職
し
た
と
き
↓
受
給
事

由
消
滅
届

＊ 

特
例
給
付
の
受
給
者
が
退
職
し
て
被

用
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
）
で
な
く

な
っ
た
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ

り
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
「
受
給
事
由
消
滅
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
会
社
を
退
職
し
て

厚
生
年
金
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
場

合
で
す
）

⑥ 

受
給
者
の
方
が
公
務
員
に
な
っ
た
と

き

　

市
区
町
村
へ
↓
受
給
事
由
消
滅
届

　

勤
務
先
へ
↓
認
定
請
求
書

⑦ 

受
給
者
の
方
が
同
じ
市
区
町
村
の
中

で
住
所
を
変
わ
っ
た
と
き
ま
た
は
養

育
し
て
い
る
児
童
の
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
↓
住
所
変
更
届

⑧ 

受
給
者
の
方
ま
た
は
養
育
し
て
い
る

児
童
の
名
前
が
変
わ
っ
た
と
き
↓
住

所
変
更
届

現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

① 

年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
写
し
（
請
求
者
が
被

用
者
で
あ
る
場
合
）

② 

前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す

る
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

③ 
こ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る

書
類
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

・ 

６
月
中
旬
ま
で
に
現
在
受
給
さ
れ
て

い
る
方
に
対
し
て
、
通
知
文
書
を
送

り
ま
す
の
で
、
届
き
次
第
、
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・ 

昨
年
度
、
所
得
制
限
で
受
給
で
き
な

に
か
っ
た
方
も
、
要
件
を
満
た
せ
ば

受
給
で
き
ま
す
の
で
、
請
求
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
児
童
扶
養
手
当

　

父
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児

童
が
養
育
さ
れ
る
家
庭
に
対
し
て
、
児

童
の
健
や
か
な
成
長
と
一
日
も
早
い
家

庭
の
生
活
の
安
定
、
自
立
の
促
進
を
目

的
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
額　

対
象
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
、

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
者
）
が
１
人

の
場
合
の
手
当
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　・
全
部
支
給　

４
１
，
７
２
０
円

・
一
部
支
給　

４
１
，
７
１
０
円

〜
９
，
８
５
０
円

　

児
童
扶
養
手
当
は
所
得
に
応
じ
て
細

か
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
人
以
上

の
児
童
を
有
す
る
受
給
者
に
つ
い
て
は
、

第
２
子
月
額
５
千
円
、
第
３
子
以
降
は

１
人
に
つ
き
月
額
３
千
円
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
の
届
出

・
現
況
届　

毎
年
８
月
１
日
か
ら
８
月

31
日
ま
で
の
間
に
提
出
し
ま
す
。
な
お
、

２
年
間
提
出
し
な
い
と
受
給
資
格
が
な

く
な
り
ま
す
。

・
額
改
定
届
・
請
求　

対
象
児
童
に
増

減
が
あ
っ
た
と
き
に
提
出
し
ま
す
。

・
受
給
資
格
喪
失
届　

受
給
資
格
が
な

く
な
っ
た
と
き
に
提
出
し
ま
す
。

・
氏
名
・
住
所
・
金
融
機
関
・
印
鑑
変
更
届

　

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
転
居
さ
れ

た
と
き
、
支
払
金
融
機
関
を
変
更
し
た

と
き
な
ど
に
提
出
し
ま
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に

障
害
を
も
つ
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父

母
、
ま
た
は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
そ

の
生
活
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
額

　

対
象
児
童
の
数
と
等
級
に
よ
っ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。（
い
ず
れ
も
児
童
１
人
当

た
り
）

・
１
級
（
重
度
障
害
児
）

月
額
５
０
，
７
５
０
円

・
２
級
（
中
度
障
害
児
）

月
額
３
３
，
８
０
０
円

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
の
届
出

・
所
得
状
況
届　

毎
年
８
月
11
日
か
ら

９
月
10
日
ま
で
の
間
に
提
出
し
ま
す
。

　

な
お
、
２
年
間
提
出
し
な
い
と
受
給

資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

・
額
改
定
届
・
請
求
書　

障
害
の
程
度

が
変
わ
っ
た
と
き
、
対
象
児
童
に
増
減

が
あ
っ
た
と
き
に
提
出
し
ま
す
。

・
受
給
資
格
喪
失
届　

受
給
資
格
が
な

く
な
っ
た
と
き
に
提
出
し
ま
す
。

・
障
害
状
況
届　

定
め
ら
れ
た
時
期
に

障
害
状
況
届
に
認
定
診
断
書
を
添
付
し

児
童
扶
養
手
当
制
度
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

町
民
課　

内
線
２
１
７
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提
出
し
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
手
当

が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
再
認
定
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、鬼
北
町
健
康
増
進
計
画
（
平

成
19
年
３
月
策
定
）
に
沿
っ
て
、
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
平
成
17
年
度

調
査
に
お
い
て
、「
運
動
を
全
く
し
な
い

人
の
割
合
」
と
「
運
動
不
足
だ
と
思
っ

て
い
る
人
の
割
合
」
が
い
ず
れ
も
５
割

を
超
え
る
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
健
康
増
進
計
画

策
定
時
に
高
齢
者
部
会
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
「
タ
オ
ル
体
操
」
の
て
ぬ
ぐ
い

と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
公
民
館
や
集
会
所
で
開
催

す
る
健
康
学
級
な
ど
で
タ
オ
ル
体
操
を

普
及
し
て
い
き
ま
す
。

　

運
動
の
習
慣
づ
く
り
に
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
度
区
長
組
長
会
を
５
月
11

日
、
広
見
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

会
に
は
、
町
内
の
区
長
・
組
長
１
６

９
人
が
出
席
。
松
浦
町
長
の
挨
拶
の
後
、

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
・

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
施
政
方
針

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
と
主
要
施

策
・
基
本
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。（
詳
細
は
、
広
報
き
ほ
く
４
月

号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

合
併
協
議
の
経
過
と
状
況

　

合
併
協
議
会
設
置
ま
で
の
経
緯
の
報

告
と
鬼
北
町
・
松
野
町
合
併
協
議
会
の

規
約
・
協
議
項
目
・
組
織
図
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
18

日
と
５
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
合
併
協

議
会
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

情
報
通
信
基
盤
施
設
に
つ
い
て

　

鬼
北
町
の
テ
レ
ビ
放
送
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
、
防
災
行
政
無
線

放
送
の
現
状
報
告
と
、
今
後
検
討
さ
れ

て
い
る
整
備
方
針
・
運
営
方
針
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
つ
い
て

　

南
海
大
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
る

毎
日
の
運
動
を
習
慣
に

タ
オ
ル
体
操
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

保
健
福
祉
課　

内
線
６
１
１

平
成
20
年
度
区
長
組
長
会
を

開
催
し
ま
し
た

総
務
課　

内
線
２
３
５

健康増進計画
キャラクター

楽
ラッ

鬼
キー

クン

↑手ぬぐい
皆さんの応募作品
の中から決定した
標語、キャラクター
がデザインされて
います。

←パンフレット
タオルを使った簡
単な体操の仕方を
写真で紹介してい
ます。
＊モデル：菊地花子
さん（興野々）

◎平成17年度鬼北町基本健康診査生活習慣質問票

週に何回運動をしていますか

週１～2回
11%

週3～5回
12%

週6～7回
16%

しない
54%

無回答
7%

運動不足だと思いますか

思う
55%

思わない
35%

無回答
10%
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た
め
自
主
防
災
組
織
の
役
割
や
重
要
性

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　

本
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
制
度
の

被
保
険
者
、
保
険
料
、
給
付
金
な
ど
の

点
に
つ
い
て
概
要
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、

町
内
に
は
、
２
１
７
の
自
治
組
織
が
組

織
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

自
治
組
織
の
主
な
活
動

◎
環
境
美
化
の
推
進

　

 

ご
み
の
分
別
収
集
の
徹
底
や
排
水
路

の
清
掃
な
ど
、
お
互
い
に
協
力
し
合

い
、
自
ら
の
手
で
地
域
の
環
境
美
化

に
努
め
て
い
ま
す
。

◎
地
域
の
交
流
活
動

　
 

各
地
区
で
行
わ
れ
る
運
動
会
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
、
行
事
な
ど
地
域
住
民
の

交
流
を
深
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◎
社
会
福
祉
に
協
力

　

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
や
日
赤
募
金
な

ど
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
の
活
動
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
広
報
な
ど
の
配
布
に
協
力

　

 「
広
報
き
ほ
く
」
や
町
か
ら
の
回
覧
文

書
な
ど
は
、
町
内
の
出
来
事
や
行
政

の
動
き
を
知
る
上
で
、
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
情
報
源
で
す
。
自
治
組
織

で
は
、
こ
れ
ら
町
な
ど
か
ら
の
配
布

物
を
各
世
帯
に
届
け
て
い
ま
す
。

自
治
組
織
に
加
入
す
る
場
合

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
区
長
・
組
長
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

自
治
組
織
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

総
務
課　

内
線
２
３
５

　

自
治
組
織
は
、「
住
民
に
よ
り
自
主
的

に
組
織
さ
れ
た
住
民
の
た
め
の
組
織
」

で
す
。
そ
し
て
、
一
定
の
区
域
内
に
住

ん
で
い
る
人
た
ち
が
、
温
か
い
心
と
心

の
ふ
れ
あ
い
で
お
互
い
を
理
解
し
、
協

力
し
な
が
ら
快
適
で
住
み
よ
い
地
域
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
環
境
の
整
備
や

住
民
の
福
祉
の
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

Ｑ裁判員等に選ばれる確率は
どれくらいですか？

Ａだいたい3,500人に１人と見込まれています。

裁判員を選ぶ選任手続のために何人の裁判員候補者に来ていただくかは、
個々の事件ごとに、裁判所が決めることになります。仮に通常の事件で
50人程度、審理に多くの日数を要する事件で100人程度の裁判員候補者
を選んだとした場合、平成17年の裁判員制度の対象となる事件が全国で
約3,600件であったことを前提に試算すると、１年間に18万人～36万人
の方に裁判所に来ていただくことになります。確率で言うと、全国で１
年当たり、全有権者のうち、実際の事件ごとに裁判員候補者として裁判
所に来ていただく方は約300～600人に１人程度（0.18～0.35％）、そ
して、実際に裁判員又は補充裁判員として裁判員裁判に参加していただ
くのは約3,500人に１人程度（0.03％）となります。
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４月17日から５月２日までお母さんが日本
へ来ました。お母さんとは１年８ヶ月ぶ

りの再開だったのでこの日がとても楽しみでし
た。
　お母さんにとっては今回が初めての海外旅行
でした。日本にいる間は一緒に京都や大阪、姫
路など多くの場所を観光しました。お母さんは
日本の庭園や美術にとても興味があったので、
竜安寺や銀閣寺を見てとても喜んでいました。
お母さんは寿司と刺身が食べられないのでいろ
いろな店には行けませんでしたが、カツカレー
や梅干を食べて喜んでいました。
　お母さんは日本で太っている人をあまりみか

けないことや、店員の対応の良さ、そして道路
や駅のとてもきれいなことにとてもびっくりし
ていました。
　お母さんは鬼北町にも寄りました。鬼北では
広見川沿いを散歩したりと鬼北の景色を楽しみ
ました。お母さんは何回も私に「クリスはこん
なところに住めて良かったね。」と言ってくれ
ました。お母さんも鬼北のことをとても好きに
なってくれました。
　お母さんはまた日本に来るかどうかわからな
いけど、今回の日本の旅行と鬼北町のことは絶
対忘れないはずです。

「 My mother comes to Japan!」

Christopher’s
Story №20

読
者
の
声

　

昨
年
度
届
い
た
お
便
り
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。
ご
意
見
・
ご
感
想
を

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

見
や
す
く
、
読
み
や
す
く
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。 
（
生
田
・
Ｈ
さ
ん
ほ
か
）

　

表
紙
の
写
真
は
、
元
気
な
町
民
の

顔
の
ほ
う
が
、
元
気
が
も
ら
え
そ
う

な
気
が
し
ま
す
。 

（
奈
良
・
Ｓ
さ
ん
）

　

ク
リ
ス
先
生
の
お
話
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。 

（
国
遠
・
Ｊ
さ
ん
）

　

異
郷
に
お
り
ま
す
と
広
報
を
送
っ

て
く
だ
さ
る
の
は
有
難
く
、
広
報
で

町
の
様
子
を
懐
か
し
く
拝
見
し
て
い

ま
す
。 

（
西
予
市
・
Ｓ
さ
ん
）

　

毎
月
表
紙
の
写
真
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。 

（
奈
良
・
Ｔ
さ
ん
ほ
か
）

　

ま
ち
の
話
題
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
そ
の
場
に
行
け
な
く
て
も
、

写
真
で
楽
し
め
ま
す
。
夏
の
成
人
式

も
あ
る
の
で
す
ね
。
お
盆
に
家
に
帰

る
こ
と
も
あ
り
、
い
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。 

（
出
目
・
Ａ
さ
ん
）

　

　

広
報
ク
イ
ズ
楽
し
い
で
す
ね
。
頭

の
体
操
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
ど
ん

ど
ん
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
奈
良
・
Ｔ
さ
ん
ほ
か
）

　

町
内
の
出
来
事
が
よ
く
分
か
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
掲
載
し
て
く
だ
さ
い
。

（
延
川
・
Ｍ
さ
ん
ほ
か
）

　

今
回
は
じ
め
て
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
広
報
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
記
事
に
も
出
て
い
ま
し
た

が
、
紅
葉
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

行
き
た
く
な
り
ま
し
た
。

（
神
奈
川
県
・
Ｓ
さ
ん
）

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
置
い
て
い
る
の

を
見
つ
け
、
毎
月
目
を
通
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

（
奈
良
・
Ｓ
さ
ん
）

　

鬼
北
の
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
美

し
い
風
景
に
い
つ
も
見
入
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
だ
知
ら
な
い
所
も
多
く
、

暇
が
出
来
た
昨
今
、
散
策
の
目
安
に

さ
せ
て
頂
こ
う
と
記
憶
に
留
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

（
奈
良
・
Ｙ
さ
ん
）
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近永愛児園竹の子川柳会ひよし川柳会
な
っ
と
う
を
ま
ぜ
て
グ
ル
グ
ル
た
い
へ
ん
だ 

小
三　

宮
川　

直
輝

ま
ぜ
る
だ
け
卵
を
わ
っ
て
か
き
ま
ぜ
る 

小
四　

渋
谷　

裕
紀

お
茶
作
る
た
く
さ
ん
ま
ぜ
る
い
い
か
お
り 

小
五　

清
原　

賢
斗

新
学
期
ク
ラ
ス
の
顔
も
混
ぜ
合
わ
せ 

中
二　

槇　
　

美
鈴

手
料
理
に
愛
情
ま
ぜ
る
か
く
し
味 

高
三　

稲
葉　

菜
月

パ
レ
ッ
ト
に
絵
の
具
を
ま
ぜ
て
好
き
な
色 

中
一　

鳥
生　

祐
衣

気
持
ち
い
い
田
ん
ぼ
の
土
は
や
わ
ら
か
い 

中
二　

日
置　

京
香

田
ん
ぼ
に
は
苗
が
植
え
ら
れ
い
つ
の
日
か 

中
三　

猪
口　

親
美

田
の
土
に
米
の
成
長
願
か
け
て 

高
一　

槇　
　

美
里

散
歩
中
青
田
の
成
長
見
届
け
る 

高
二　

山
崎　

慶
子

あ
た
り
に
は
田
ん
ぼ
だ
ら
け
の
田
舎
町 

高
三　

秋
元　

悠
香

広
び
ろ
と
田
ん
ぼ
広
が
る
田
舎
道 

高
三　

平　
　

芳
香

わ
た
し
の
ね
ケ
シ
ゴ
ム
ふ
と
い
と
う
ふ
み
た
い 

小
一　

清
原　

沙
耶

た
ぬ
き
の
ね
ふ
と
い
お
な
か
は
た
い
こ
だ
よ 

小
二　

桜
田　

博
耶

太
る
と
ね
走
る
の
お
そ
く
な
っ
ち
ゃ
う
よ 

小
四　

井
関
恵
利
子

木
が
太
い
そ
の
木
は
桜
き
れ
い
だ
な 

小
五　

山
口　

悠
李

釣
れ
た
タ
イ
太
い
体
と
で
か
い
口 

中
一　

渋
谷　

尚
紀

太
い
声
夜
の
学
校
よ
く
響
く 

中
二　

植
木　

真
弓

顔
中
の
し
わ
も
伸
ん
で
る
ク
ラ
ス
会 

渡
辺　

照
子

薄
化
粧
し
て
外
出
の
顔
に
な
り 

宇
津
本
ア
ヤ
子

黒
枠
の
笑
顔
家
族
の
励
み
で
す 

畠
山　

千
歳

見
舞
客
ま
ず
顔
色
を
ほ
め
て
く
れ 

宮
本
ヨ
リ
ヲ

お
地
蔵
さ
ん
の
柔
和
な
顔
へ
願
い
事 

上
田
タ
ケ
ミ

は
ち
切
れ
る
若
さ
は
化
粧
い
ら
ぬ
顔 
栗
木　

一
郎

歳
月
を
経
て
生
き
様
が
顔
に
出
る 
清
家　

厚
美

金
払
い
親
に
貰
っ
た
顔
を
変
え 

西
田　

正
念

ア
カ
ギ
レ
を
見
か
ね
手
袋
妻
が
買
う 

熊
本　

中
心

霜
焼
け
の
手
へ
手
袋
の
助
け
舟 

山
本　

雅
之

農
作
業
軍
手
は
い
つ
も
手
放
せ
ず 

音
地　

明
彦

仕
事
し
の
軍
手
は
す
ぐ
に
穴
が
あ
く 

水
野　

貞
子

す
ん
な
り
と
浮
か
ん
で
こ
な
い
五
七
五 

川
添　

忠
昭

す
ん
な
り
と
合
格
し
た
と
メ
ー
ル
来
る 

松
岡　

正
志

す
ん
な
り
と
通
ら
な
い
の
が
針
に
糸 

柳
本　

勝
美

老
い
の
電
話
す
ん
な
り
立
て
ず
這
っ
て
出
る 

芝　

智
恵
子

■
対
象
者
／
鬼
北
町
内
に
在
住
す
る

満
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

■
申
込
方
法
／
写
真
（
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
お
子
さ
ん
に
対
す
る

コ
メ
ン
ト
（
50
文
字
以
内
）
を
添
え

て
、
郵
送
、
メ
ー
ル
、
持
参
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鬼
北
の
風
景
の写真

を
募
集
し
ま
す

■
投
稿
方
法
／
メ
ー
ル
、
持
参
、
郵

送
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
写

真
（
デ
ー
タ
可
）
と
写
真
の
説
明
・

コ
メ
ン
ト
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

写
真
は
後
日
返
却
し
ま
す
の
で
、
住

所
を
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

町
政
に
対
す
る
意
見
や
広
報
き
ほ

く
の
感
想
、
昔
の
話
、
お
も
し
ろ
い
・

心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
あ
な

た
が
感
じ
た
こ
と
を
広
報
に
載
せ
て

み
ま
せ
ん
か
？
「
読
者
の
声
」
で
は
、

誌
面
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
聞
く
と
と
も
に
、
住
民
同
士
の
交

流
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
投
稿
方
法
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、

持
参
、
郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に

よ
り
、タ
イ
ト
ル
と
掲
載
文
（
１
０
０

文
字
〜
２
０
０
文
字
程
度
）、
氏
名

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）
を
書
い
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

元
気
な
鬼
北
っ
子
の

写
真
を
募
集
し
ま
す

　

お
子
さ
ん
の
素
敵
な
写
真
を
広
報

に
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？
毎
月
、
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
る
お
子
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。
７
月
号
で
は
、
７
月
生

ま
れ
の
お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
６
月
６

日
㈮
ま
で
に
、
以
下
の
要
領
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
広
場
は
住
民
で
作
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
！

申  込  先
【ＦＡＸ】
　FAX番号45-1119
【メール】
　webmaster@town.kihoku.ehime.jp
【持　参】
　公民館、日吉支所、役場窓口
【郵　送】
　〒798-1395
　鬼北町大字近永800番地１
　鬼北町役場総務課
　　「みんなの広場」係
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INFORMATION
から放送受信者や電波利用者
を保護し、良好な電波環境を整
備するため、ご理解とご協力を
お願いします。
問い合わせ先　総務省四国総
合通信局☎089－936－5051

女性の権利110番電話相談

日時　６月24日㈫10時～15時
場所　松山市三番町4-8-8　愛
媛弁護士会館
内容　ドメスティック・バイオ
レンス、ストーカー、セクシュ
アル・ハラスメントなどについ
て弁護士が電話相談（面談相談
も可：予約優先制）に応じます。
電話　089-915-9211（当日の
み直通電話）
相談料　無料
予約・問い合わせ　愛媛弁護士
会☎089－941－6279

女性の健康相談

　女性特有の病気や悩みでお
困りではありませんか？いつ
でもご相談ください。
面接相談日　６月３日㈫、７月
１日㈫、８月５日㈫、９月２日
㈫、10月７日㈫、11月４日㈫、
12月２日㈫、平成21年１月６

日㈫、２月３日㈫、３月３日㈫
15時～16時30分
場所　宇和島保健所
担当者　保健所医師、保健師、
栄養士
その他　電話相談は随時受け
付けます。面接相談は予約が必
要です。
申込先　宇和島保健所☎22－
5211（内260）

思春期の子どもの相談

■思春期の子を持つ親の集い
内容　思春期に関する親同士
の話し合いや情報交換
日時　７月10日㈭、９月11日
㈭、11月13日㈭、平成21年１
月８日㈭10時30分～12時
場所　宇和島保健所
スタッフ　保健師、産業カウン
セラー
■個別相談
内容　不登校、親子関係、進学、
友人関係等の個別相談
日時　７月10日㈭、９月11日
㈭、11月13日㈭、平成21年１
月８日㈭13時～15時
場所　宇和島保健所
スタッフ　産業カウンセラー、
保健師
◎予約制です。希望される方は
早めにご連絡ください。電話相

談は随時受け付けています。
問い合わせ先　宇和島保健所
☎22－5211（内260）

歯 科 相 談

　いつまでも自分の歯を大切
にしていけるように、歯や歯ぐ
きのチェックを受けてみませ
んか！
内容　歯科健診、歯科関連相
談、各種口腔検査（成人のみ）、
ブラッシング指導、フッ素塗
布、生活・栄養指導
実施日　８月20日㈬、11月19
日㈬、平成21年２月18日㈬
受付時間　13時～ 13時30分
場所　南予地方局１階予診室
持参品　歯ブラシ、タオル、
コップ、母子手帳（初回のみ）
費用　フッ素塗布、サホライド
塗布は有料
その他　歯科相談は予約制（定
員20人）です。実施日の前日
までに下記へお申し込みくだ
さい。
申し込み・お問い合わせ先
宇和島保健所
☎22－5211（内258）

街角ギャラリー『なんでも館』案内板 平成20年度全国ごみ不法投棄監視ウィーク
■６月３日㈫～６月22日㈰
　　増田　勲
　　「仏像彫刻・木彫・すかし彫刻展示」
■６月24日㈫～７月13日㈰
　　堀内　金桂
　　「書展示」
開館時間　10時～13時、14時～18時
場　　所　近永南町バス停前
入　館　料　無料　
問い合わせ先　鬼北町商工会☎45－0813

　５月30日（ごみゼロの日）から６月５日（環境の日）
を「全国ごみ不法投棄監視ウィーク」
として設定し、町民、事業者、行政
が一体となって、監視や啓発活動等
を一斉に実施するなど、ごみの不法
投棄対策の取り組みを強化すること
としています。

　不法投棄は犯罪です。ごみはきちんと分別をして決
められたように出しましょう！
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くらしの情報
募　　　集

広報きほく６月号の記事の中から問題を出しますので、広報をよく読んでクイズに挑戦してください！
全ての問題に正解した人の中から、抽選で３人に賞品を贈ります。

【問題１】裁判員制度で裁判員に選ばれる確率は？　①3500人に1人　②600人に1人　③300人に1人　
【問題２】平成20年度区長の人数は？　①50人　②51人　③52人
【問題３】日吉夢産地グリーンフェスティバルが行われた日はいつ？　①こどもの日　②みどりの日　③昭和の日

応募方法　�住所、氏名、電話番号、答え（記入例：問題１－③、問題2－①、問題3－②）、広報に対する
感想・要望を書いて、ハガキ・e-mail・ＦＡＸのいずれかで応募してください。

応　募　先　〒798-1395　鬼北町大字近永800番地1　鬼北町役場総務課「広報クイズ」係　
　　　　　e-mail　webmaster@town.kihoku.ehime.jp　　FAX　45-1119
締　　切　平成20年６月20日㈮必着　※当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

今月の賞品は　図書カード （500円分)　です！広報クイズ

任期制自衛官
（二等陸・海・空士）

受験資格　18歳以上27歳未満
の人
受付期限　６月13日㈮
試験日　６月15日㈰
場所　陸上自衛隊松山駐屯地
試験種目　筆記試験、口述試
験、適性検査、身体検査
問い合わせ先　自衛隊宇和島
地域事務所☎32－4074または
町募集窓口

職業訓練生

対象者　身体障害者
募集科目・募集定員　オフィス
ワーク事務科後期生　15人
受付期間　６月23日㈪～７月
24日㈭
問い合わせ先　国立県営兵庫
障害者職業能力開発校☎072－
782－3210

体験航海で楽しい思い出を
つくりませんか

日時　７月21日㈪

①11時～ 12時
　（巡視船たかつき）
②13時～ 14時30分
　（灯台見回り船れいうん）
③13時30分～ 14時30分
　（巡視船たかつき）
④15時～ 16時
　（巡視船たかつき）
宇和島市弁天町２－102　宇和
島海上保安部船艇桟橋発
航海海域　たかつきコース／
宇和島港～大良埼沖～高島～
宇和島港、れいうんコース／宇
和島港～水ヶ浦沖～高島～宇
和島港
申込方法
◎往復はがき
ア． 往信用裏面に「体験航海①・
②・③・④」のいずれかを
明記

イ． 責任者の氏名、住所、電話
番号、年齢

ウ． 同乗者（人数制限なし）の
氏名、住所、電話番号、年
齢

◎電子メール
　はがきの記載要領に同じ
申込締切　７月11日㈮必着
定員　140人（幼児以上、小学
生未満の方の乗船は、必ず１人
につき保護者１人同伴願いま
す。）
・ 希望者が定員を超えた場合
は、抽選により決定します。

・ 応募者が定員に満たない場合
は、④便を中止することがあ
ります。
・ 抽選等の結果は、返信用はが
きまたは電子メールにてお知
らせします。
申込み・問い合わせ先
〒798-0003宇 和 島 市 住 吉 町
3-1-3　宇和島海上保安部管理
課☎22－1591
E-mail:uwajima-kotsu@kaiho.
mlit.go.jp

不法電波は、許さん

電波利用保護旬間
６月1日㈰～ 10日㈫

　皆さんは不法電波に悩まさ
れたことはありませんか？電
波利用が増大する中で、依然と
して電波障害が後を絶たず、特
に最近は消防・救急無線、航空
無線などに妨害を与えるケー
スが増加しています。
　不法無線局による混信妨害

イ ベ ン ト

お 知 ら せ
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まち のうごき
人口  ４月30日現在（　）は前月比
総　数　　　１２, ３１４人  　（－　３）
男　性　　　　５, ７２０人　  （－　２）
女　性　　　　６, ５９４人  　（－　１）
世帯数　　　　５, １４６世帯（＋１６）

ご寄付お礼

◎近永愛児園へ
　 岡本モータース／近永カメラ／松本包美さん（成
藤）／永昌寺／金子秀樹さん（宇和島市）

◎近永乳児院へ
　岡本清治さん（松野町）
◎勝山荘へ
　 田中好子さん（宇和島市）／三好キク子さん（松
山市）／古市踊りの会

◎鬼北町社会福祉協議会へ
　 滝平慶子さん（清延）／松本守之さん（小松）
／高瀬務さん（川上）／岩本鶴子さん（小松）
／佐々木棟利さん（国遠）／松本昌廣さん（広見）

　／竹根保さん（下鍵山）
◎鬼北町育英基金へ
　白江梢さん（下鍵山）
◎広報活動へ
　 山本正氣さん（広島県）

お詫びと訂正
　広報きほく５月号に誤りがありました。お
詫びの上、訂正いたします。
◎P22ご寄付お礼
　（誤）田渕　宏さん　（正）田淵　宏さん
◎Ｐ22ひとのうごき
　（誤）兵頭生良さん　（正）兵頭星良さん

今月の表紙

第14回協会長杯ペタンク大会
　５月11日、上鍵山農村広場で開催されたペ
タンク大会の様子です。今大会には町内外か
ら32チームが参加。競技人口が100人を超え
る日吉地区とあって地元選手も多数参加し、
町外のチームと交流しながらペタンクを楽し
みました。大会結果は次号でお知らせします。
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６月町民カレンダー
ＳＵＮ ＭＯＮ ＴＵＥ ＷＥＤ ＴＨＵ ＦＲＩ ＳＡＴ
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

■ 日吉さつき祭り
８：00～
　（日吉夢産地）

□英 19時～ 21時 □犬 □ペ  近永・泉

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４
□英 19時～ 21時 □犬 

□ペ 日吉
□ペ  好藤・愛治・
　　三島

□教 ９時～ 17時
□古 近永 

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１
□英 19時～ 21時 □犬 □ペ  近永・泉

□人 広見10時～、
　  日吉９時～

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８
□英 19時～ 21時 □犬 

□ペ  日吉
□ペ  好藤・愛治・
　　三島

□古 好藤・愛治

２９ ３０ □犬 ＝犬・ねこ引取日（環境衛生課・愛治・三島連絡所・日吉支所）
□ペ ＝ペットボトル回収日　□古 ＝古紙・ダンボール回収日
□英 ＝クリスの英会話教室（中央公民館視聴覚室）
□教 =教育相談　☎20－6010 ／中央公民館２階会議室
□人 ＝人権・心配ごと・行政相談

（広見地区：鬼北総合福祉センター／日吉地区：日吉住民センター）

■ 安森洞そうめん
流しオープン

休日当番医 掲載後、変更になる場合があります。
最新の情報は保健福祉課へお問い合わせください。

■６月１日（日） こおり小児科 ☎24-5633

善家外科脳神経外科 ☎22-1484 いしむら整形外科 ☎20-6635

山口内科胃腸科 ☎22-0400 ■６月22日（日）

こばやし小児科 ☎23-1150 小川クリニック ☎23-3599

鬼北町国保愛治診療所 ☎46-0005 山本内科医院 ☎22-5100

■６月８日（日） やくしじこどもクリニック ☎24-1386

二宮整形外科 ☎25-8600 ふじいし医院 ☎58-4901

沖循環器内科医院 ☎25-3335 ■６月29日（日）

山下小児科 ☎23-0055 上甲外科麻酔科 ☎25-5811

鬼北町国保三島診療所 ☎48-0074 楠崎内科 ☎24-2211

■６月15日（日） こばやし小児科 ☎23-1150

加藤整形外科病院 ☎22-7111 松﨑クリニック ☎58-4828

松浦内科医院 ☎23-1122

保健だより
健康診断・がん検診

●６月３日㈫
　生きがいづくりセンター三島館

　７:30～11:00
●６月５日㈭
　好藤公民館

７:30～11:00、13:00～14:00
●６月19日㈭
　奈良中集会所 ７:30～11:00
●６月20日㈮
　奈良下集会所 ７:30～11:00

心の健康相談日

日時　６月12日㈭　10時～14時
場所　わかば作業所（小倉保育所前）
内容　 認知症、うつ病、思春期に関

する悩みなどの相談を受け付
けます。
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写真／柳野治示氏、山崎武雄氏 鬼
ふる

北
さと

の風景　№ 11
←４月下旬から５月上旬にかけて町内で田植え
がピークを迎えています。早期米の「コシヒカ
リ」が主流となっています。◯柳

↑東仲の県道脇におよそ30mにわたって咲き誇る芝桜。
赤、白、紫、ピンクと見事なグラデーション。◯柳

↑鬼北総合公園にはつつじと芝桜が満開。ゴー
ルデンウィークには家族連れで賑わいました。
◯柳

↑町花のつつじが国道320号沿い（川上地区）を彩り、
ドライバーの目を楽しませています。◯柳

↑ 4月29日に行われた地蔵山（標高1,096ｍ）登
山の参加者の皆さん。新鮮な空気と素晴らしい
景色を堪能しました。◯山

↑父野川地区で撮影された藤の花。花言葉のと
おり、町内各地で満開に咲いた藤の花がゴール
デンウィークに町外から訪れた人たちを歓迎し
たようです。◯山

←宇和島市遊子地区
のだんだん祭りに出
演した愛治ちんどん
クラブの皆さん。平
成８年には全日本素
人ちんどんコンクー
ルで最優秀グランプ
リを獲得し、町内に
限らず、町外のイベ
ントへも積極的に参
加するなど精力的
な活動をされていま
す。◯柳

←鯉のぼりは、中国の登竜門の伝説をなぞらえて江戸時代から始
まったとされ、子どもの健やかな成長、出世を願い端午の節句の
日に揚げられています。写真は、広見川の上を優雅に泳ぐ小松地
区の鯉のぼりです。◯柳




